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この資料は英語版を翻訳したもので、内容に相違
には、最新の英語版で内容をご確認ください。
が生じる場合には原文を優先します。こちらの日本語版は参考用としてご利用ください。設計の際
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はじめに
アルテラの RapidIO 相互運用性リファレンス・デザインは、アルテラの RapidIO 
MegaCore® ファンクションおよび Texas Instruments 社の TMS320TCI6488 
Communications Infrastructure Digital Signal Processor (TI 6488 DSP または TI 6488 とも表

記される ) 間のインタフェースのサンプルを提供します。アルテラはこのリファレンス・

デザインを提供して、TI 6488 によってアルテラの RapidIO MegaCore ファンクションのイ

ンストールおよび動作について示します。このリファレンス・デザインにより、アルテラ

FPGA デザインへの RapidIO MegaCore ファンクションの統合を評価できます。

基本的な相互運用性を示す以外に、このデザインでは、すべてのデータ・レートとサポー

トされるパケット・サイズに対するリンク使用状況の測定もサポートしています。この統

計情報のサポートは、3 つのボーレートによる Serial RapidIO リンクを介す Stratix® IV GX
デバイスから TI 6488 DSP への転送用の最適なペイロード・サイズを決定するのに役立ち

ます。TI6488 が 1× リンク・モードのみをサポートするため、デザインは 1× モードのみを

テストします。

このリファレンス・デザインは、以下の特長を備えています。

■ TI 6488 をターゲットにして次の RapidIO トランザクション・タイプを開始するように、

RapidIO MegaCore ファンクションに指示する

■ NWRITE

■ NWRITE_R

■ SWRITE

■ NREAD

■ Maintenance Write

■ Maintenance Read

■ Doorbell メッセージ

■ 任意の 1×RapidIO MegaCore バリエーションによって FPGA をコンフィギュレーション

する。包括的なデザイン・バリエーションのセットには、あらゆるデータ・レート

(1.250、2.500、および 3.125 GBaud）およびあらゆるサポートされるパケット・サイ

ズにおける 1× モードが含まれている。

■ 両方向の同時トラフィックのテストをサポートする。RapidIO MegaCore ファンクショ

ンおよび TI 6488 DSP の両方によって開始されるトランザクションを含む。

■ スループットの統計情報の収集に対するサポート

■ 自動データ整合性チェックに対するサポート
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2 概要
このアプリケーション・ノートでは、RapidIO 相互運用性リファレンス・デザイン

をインストールと実行する方法を示します。本資料では、このデザインに使用され

るシステム、ハードウェアとソフトウェアの使用方法について説明し、また、この

デザインを用いて行ったテストの性能をレポートします。このアプリケーション・

ノートには、次の項があります。

■ 「概要」

■ 「リファレンス・デザインの概要」

■ 4 ページの「機能の説明」

■ 8 ページの「リファレンス・デザインの使用」

■ 39 ページの「性能についてまとめ」

■ 41 ページの「デザインにおける制限」

■ 41 ページの「参考資料」

■ 42 ページの「改訂履歴」

概要
このリファレンス・デザインは、アルテラの RapidIO MegaCore ファンクションを

リファレンス・デザイン・インタフェース回路を介して TI  6488 DSP に接続させる

サンプル・アプリケーションです。このデザインでは、アルテラ Stratix IV GX 
FPGA 開発ボードおよび TMS320TCI6488 評価モジュール（EVM）が使用されます。

Stratix IV GX FPGA 開発ボードは Stratix IV GX EP4SGX230 デバイスを含みます。

Spectrum Digital 社 (www.spectrumdigital.com) は、TMS320TCI6488 EVM をプログ

ラムおよびモニタするために Texas Instruments Code Composer Studio (CCS) 統合

開発環境（IDE）を含む TMS320TCI6488 EVM を提供しています。アルテラは、

FPGA 上のリファレンス・デザインの各バリエーションを実装したり、Stratix IV GX 
FPGA 開発ボード上の EP4SGX230 デバイスをプログラムするためのソフトウェア

を提供します。
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リファレンス・デザインの概要 3
リファレンス・デザインの概要
図 1 に、完全なシステムを示します。 

TI 6488 DSP で動作する C コードは、以下のタスクを実行します。

■ TI 6488 の内部 PLL をコンフィギュレーションする

■ TI 6488 の SERDES ブロックをコンフィギュレーションする

■ TI 6488 の RapidIO コマンドとステータス・レジスタ（CSR）をプログラムする

■ リンク・パートナ（アルテラ FPGA）によって開始されるトランザクションに応

答する。

■ リンク・パトアナへのライト・トランザクションを開始し、性能を重視する。

■ アルテラ FPGA への「ライト – リード」動作を開始し、データ整合性をチェックす

る

■ アルテラ FPGA への DoorBell メッセージを開始する

■ DDR2 メモリ・スペースを表示する

■ RapidIO リンクのステータスをチェックする

nios2-terminal セッションでは、アルテラ FPGA において以下のタスクを実行するこ

とができます。

■ RapidIO CSR をプログラムする

■ リンク・パートナ（TI DSP カード）へのトランザクションを開始する

■ リンク・パートナによって開始されるトランザクションに応答する。 

■ リンク上のデータ・スループットをモニタする

■ リンクの状態をモニタする

図 1. RapidIO相互運用性リファレンス・デザインの完全なシステム

TI DSP
6488

TI DSP
6488

アルテラStratix IV GX
FPGA開発ボード

Stratix IV GX
EP4SGX230

Code
Composer

Studio
および

nios2-terminal

A
M

C
 接
続

Spectrum Digital
TMS320TCI6488 EVM
ベース・カード

H
S

M
C

 接
続

HSMC-to-AMC
アダプタ・カード
2009 年 5 月 TI 6488 DSP による RapidIO 相互運用性 リファレンス・デザイン
Altera Corporation



4 機能の説明
機能の説明
RapidIO MegaCore ファンクションの各データ・レートごとに、個別のデザインが

用意されています。1× 1.250 Gbaud バリエーション用のデザインは、DMA（ダイレ

クト・メモリ・アクセス）を用いてローカル・メモリ・ブロックから RapidIO 
MegaCore I/O ライト Avalon-MM スレーブ・ポートにデータを転送します。ほかの

2 つの RapidIO MegaCore ファンクション・バリエーション（2.500 および 3.125 
Gbaud における 1× バリエーション）は、Avalon® Memory-Mapped (Avalon-MM) マ
スタ・ポートを有するパケット・ジェネレータを用いて I/O バーストを生成して、

それらの I/O バーストを RapidIO MegaCore I/O ライト Avalon-MM スレーブ・ポー

トに送信します。

デザインが DMA 手法を使用してライン・レート・トラフィックによってリンクを飽

和状態にするのは、1× 1.250 Gbaud のデザイン・バリエーションのみにできます。

パケット・ジェネレータ手法により、デザインは RapidIO プロトコルのほかのバリ

エーションに対してリンクを飽和状態にすることができます。

次の項では、DMA ベースおよびパケット・ジェネレータ・ベースのバージョンのデ

ザインについて説明し、すべてのデザイン・バリエーション内の TI 6488 DSP ファ

ンクションおよびクロックについても記載されています。

FPGAデバイスに実装される DMAベースの RapidIOデザイン
図 2 は、アルテラ FPGA に実装される DMA ベースの RapidIO 相互運用性リファレ

ンス・デザインのトップレベル・ブロック図です。

図 2 でのシステムは SOPC Builder を使用してデザインされたものです。次の項で

は、このリファレンス・デザイン内の主要なシステム・コンポーネントの役割につ

いて説明します。

図 2. DMAベースのリファレンス・デザインのブロック図
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機能の説明 5
Nios IIエンベデッド・プロセッサ
FPGA デバイスに Nios® II エンベデッド・プロセッサを実装することは可能です。プ

ロセッサは、このリファレンス・デザインに含まれる RapidIO ドライバ・ソフト

ウェアを実行します。このドライバにより、RapidIO MegaCore ファンクションを

プログラムしたり、RapidIO MegaCore ファンクションが実行するトランザクショ

ンを制御することができます。リモート・リンク・パートナにトランザクションを

送受信するように RapidIO MegaCore ファンクションをプログラムすることができ

ます。

JTAG UART

このコンポーネントで、FPGA に nios2-terminal と通信するメカニズムを提供しま

す。nios2-terminal は RapidIO ドライバ用のユーザー・インタフェースです。

MEM0メモリ・セグメント
このメモリは実行可能なプログラムを格納します。このリファレンス・デザインの

場合、そのプログラム・コードは RapidIO のドライバです。プログラムがコンパイ

ルされた後、このメモリに格納されて、 Nios II エンベデッド・プロセッサによって

実行されます。

WR DMA

この DMA コンポーネントは、TX BUFFER から RapidIO MegaCore ファンクション

I/O ライト Avalon-MM スレーブ・ポートにデータを転送します。

TX BUFFER メモリ・セグメント
このメモリは、RapidIO MegaCore ファンクション I/O ライト Avalon-MM スレー

ブ・ポートに転送しようとするデータを格納します。WR DMA コンポーネントは、

このデータを異なる RapidIO ライト・トランザクションのペイロードに使用します。

RD DMA

この DMA コンポーネントは、RapidIO MegaCore ファンクション I/O ライト

Avalon-MM スレーブ・ポートから RX BUFFER メモリにデータを転送します。この

メモリは RapidIO MegaCore ファンクションによって開始される NREAD トランザク

ションをサポートします。RD DMA コンポーネントは、リモート・プロセシング・

エンドポイントまたはリンク・パートナからのデータ・リードを受信して、その

データを RX BUFFER メモリに格納します。

RX BUFFER メモリ・セグメント
このメモリは、リモート・プロセシング・エンドポイントまたはリンク・パートナ

からのデータ・リードを格納します。RD DMA コンポーネントはデータをこのメモ

リに格納します。

また、このメモリはリモート・プロセシング・エンドポイントによってアドレスリ

モート・プロセシング・エンドポイントはこのメモリ・セグメントにライト / リード

することができます。RX BUFFER メモリ・セグメントは、リモート・プロセシン

グ・エンドポイントによって開始され、FPGA をターゲットにする下記のトランザ

クションを処理します。

■ NWRITE

■ SWRITE
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6 機能の説明
■ NWRITE_R

■ NREAD

このバッファには 64K バイトのアドレス指定可能なメモリがあります。

STATS

このカスタム SOPC Builder コンポーネントは次の統計情報を維持します。

■ TX スループット

■ RX スループット

■ 送信したパケット

■ 送信したバイト

■ 受信したパケット

■ 受信したバイト

■ 拒否されたパケット

■ キャンセルされたパケット

■ リトライされたパケット

■ CRC エラーのあるパケット

■ トランスポート層によって破棄されたパケット

■ シンボル・エラー

■ キャラクタ・エラー

このコンポーネントを、サンプル・ウィンドウの期限が切れるたびに割り込みをア

サートするようにプログラムすることができます。この割り込みに応えて、ドライ

バは統情報カウンタ読み出して nios2-terminal セッションで表示することができま

す。

1 1× 1.250 Gbaud の RapidIO MegaCoreバリエーションでは、双方向データ整合性テス

トを実行しながら統計情報を動的に表示することができません。この RapidIO バリ

エーションで実行する双方向データ整合性テストについて統計情報を表示するには、

テスト終了後に dit_statsを実行する必要があります。

RESET CONTROL

このカスタム SOPC Builder コンポーネントにより、ユーザーは RapidIO MegaCore
ファンクションに対してソフト・リセットを実行することができます。

RapidIO MegaCoreファンクション
RapidIO MegaCore ファンクションはこのリファレンス・デザインの主要なコン

ポーネントです。このコンポーネントはリンク・パートナーに RapidIO リンクを確

立します。また、RapidIO MegaCore ファンクションは、Avalon-MM インタフェー

ス上に渡したトランザクションを対応する RapidIO トランザクションに変換して、

RapidIO シリアル・リンクを介して転送します。RapidIO MegaCore ファンクション

は、RapidIO シリアル・リンクからの RapidIO トランザクションを I/O バースト転

送に変換し、これらのバースト転送を対応する Avalon-MM スレーブまたはマスタ・

ポートに渡します。
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機能の説明 7
FPGAデバイスに実装されるパケット・ベースの RapidIOデザイン 
図 3 は、FPGA デザインに実装されるパケット・ジェネレータ・ベースの RapidIO
相互運用性リファレンス・デザインのトップレベル・ブロック図です。このバー

ジョンのデザインはカスタムな Avalon-MM トラフィック・ジェネレータをベースと

します。

pkt_source および pkt_check コンポーネントは、パケット・ジェネレータ・ベース

のデザインにありますが、DMA ベースのデザインにはありません。そのほかのシス

テム・コンポーネントは、DMA ベースでもパケット・ジェネレータ・ベースのバー

ジョンのデザインでも同様に動作します。 

pkt_source コンポーネントは、I/O バースト転送を生成可能な Avalon-MM マスタ・

ポートを有するカスタム SOPC Builder コンポーネントです。このデザインでは、そ

れらの転送は RapidIO MegaCore I/O ライト Avalon-MM スレーブ・ポートに送られ

ます。

データ整合性テスト中に、pkt_source コンポーネントは、送信したライト・パケッ

トごとに、pkt_check コンポーネント内のパケット・ディスクリプタ FIFO にパケッ

ト・ディスクリプタを書き込みます。pkt_check コンポーネントは送信したパケット

のライト・アドレスに NREADトランザクションを開始し、取得されるリード・デー

タを予期されるデータと比較をします。

pkt_check コンポーネントは、RapidIO MegaCore I/O リード Avalon-MM スレーブ・

ポートにバースト・リードを生成可能な Avalon-MM マスタ・ポートを有するカスタ

ム SOPC Builder コンポーネントです。このコンポーネントにはパケット・ディスク

リプタ FIFO があります。pkt_check コンポーネントは、この FIFO が空でないこと

を検出すると、FIFO からパケット・ディスクリプタを読み出して、RapidIO リード

Avalon-MM スレーブ・ポートにリード・バーストを開始します。このリード・バー

ストは、パケット・ディスクリプタが指定するアドレスとデータ長をターゲットに

します。リード・データを受信するとき、pkt_check コンポーネントはデータ整合性

チェックを実行します。このチェックでは、取得したリード・データをパケット・

ディスクリプタ・データと比較して、そして FIFO から次のパケット・ディスクリプ

タを読み出します。

図 3. パケット・ジェネレータ・ベースのリファレンス・デザインのブロック図
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8 リファレンス・デザインの使用
TI 6488 DSPファンクション
アルテラ RapidIO Megacore によって開始される NWRITE、 NWRITE_R、 SWRITE、お

よび NREADトランザクションは、TI DSP カード上の TI 6488 DSP に接続される

DDR2 SDRAM をターゲットにします。DDR2 SDRAM のアドレス・スペースはアド

レス 0x80000000 からスタートします。データ整合性テストはこのアドレス・ス

ペースに書き込み、そして NREAD トランザクションを実行してライト・アドレスの

内容を読み出し、システムにまたがってデータ整合性をチェックします。

データが DDR2 SDRAM に書き込まれたことを確認するには、CCS IDE での

Memory Editor を起動して、アドレス 0x80000000 以降の内容を読み出します。

クロック
表 1 に、 Avalon システム・クロック・レートのデータ・レート、モード、およびト

ランシーバ・基準クロックに対する関係を示します。

基準クロックは、Stratix IV GX FPGA 開発ボード上に使用可能なクロックによって

決定されます。 125 MHz のクロックは、あらゆるデザイン・バリエーションの基準

クロックです。

リファレンス・デザインの使用
次の項では、リファレンス・デザインのセットアップおよび使用について説明しま

す。

■ 「ハードウェア要件」

■ 10 ページの「ソフトウェア要件」

■ 10 ページの「リファレンス・デザインのインストール」

■ 14 ページの「アプリケーションを実行する準備」

ハードウェア要件
リファレンス・デザインのアプリケーションには次のハードウェアが必要です。

■ Windows XP オペレーティング・システムを搭載したコンピュータ。このコン

ピュータは Code Composer Studio IDE v3.3 および nios2-terminal セッションを

同時に実行できる必要があります。

■ アルテラ Stratix IV GX FPGA開発ボード (アルテラ EP4SGX230デバイスを含む )

■ Spectrum Digital Dual TMS320TCI6488 AMC メザニン・ボード

■ アルテラ USB-Blaster™ ダウンロード・ケーブル

■ HSMC-to-AMC アダプタ・カード

表 1. RapidIO–TI 6488相互運用性リファレンス・デザインのクロック関係 

データ・レート
(Gbaud) モード

ALT4GXB 基準クロック・
レート

Avalonシステム・
クロック

1.250 1x 125 MHz 40 MHz
2.500 1x 125 MHz 75 MHz
3.125 1x 125 MHz 84 MHz
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リファレンス・デザインの使用 9
39 ページの「性能についてまとめ」でレポートされている性能結果は、アセンブリ

版の 509310 Rev D Dual TMS320TCI6488 メザニン・ボードおよび Rev A 
Stratix IV GX FPGA 開発ボードを使用して得られたものです。

図 4 に、TI DSP カードに接続される Stratix IV GX FPGA 開発ボードを示します。

図 4 には、次のコネクタも示されています。

■ アルテラ USB-Blaster ダウンロード・ケーブル

■ USB ケーブル

■  TI 12 V 電源コード

■ アルテラ 16 V 電源コード

図 4. アルテラ Stratix IV GX FPGA開発ボードおよび Spectrum Digital TMS320TCI6488 AMC メザイン・
ボード
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AMC  メザニン・ボード
2009 年 5 月 TI 6488 DSP による RapidIO 相互運用性 リファレンス・デザイン
Altera Corporation



10 リファレンス・デザインの使用
アルテラ USB-Blaster ダウンロード・ケーブルは、Stratix IV GX FPGA 開発ボード

上の FPGA のコンフィギュレーション、および nios2-terminal セッションと FPGA
間の通信に使用されます。 nios2-terminal セッションは、このレファレンス・デザイ

ンで実行されたすべてのテストの標準の入力、出力、およびエラー位置 (stdio) で
す。nios2-terminal セッションは RapidIO ドライバ用のユーザー・インタフェースで

す。

Code Composer Studio IDE は USB を介して TI DSP カードと通信します。TI 12 V
電源コードは TI DSP カードに電源を提供し、16 V 電源コードは Stratix IV GX 
FPGA 開発ボードに電源を提供します。

ソフトウェア要件
このリファレンス・デザインのアプリケーションには次のソフトウェアが必要です。

■ アルテラ Quartus® II v9.0 ソフトウェア（USB-Blaster ドライバ、 SOPC Builder、
および RapidIO MegaCore ファンクションを含む）

■ アルテラ Nios II Embedded Design Suite (EDS) v9.0

■  TI Code Composer Studio IDE v3.3 (CCS)

リファレンス・デザインのインストール
この項では、リファレンス・デザインのインストール方法について説明します。

パッケージのダウンロード
このリファレンス・デザインに必要なすべてのファイルは

altera_6488_srio_ref_design.zip ファイルに含まれています。このファイルは 
Serial RapidIO To TI 6488 DSP Reference Design ウェブページからダウンロードで

きます。

アルテラ FPGAパッケージ・ファイルの抽出 

altera_6488_srio_ref_design.zip ファイルをこのプロジェクト用の作業ディレクト

リに解凍します。ファイル解凍後、作業ディレクトリには

ltera_pcie_srio_ref_design および altera_ti_srio_ref_design という 2 つのサブ

ディレクトリがあります。ltera_pcie_srio_ref_design ディレクトリにはアルテラ

FPGA をプログラムするためのファイルがあります。図 5 に、

altera_pcie_srio_ref_design ディレクトリの構造を示します。
TI 6488 DSP による RapidIO 相互運用性 リファレンス・デザイン 2009 年 5月
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リファレンス・デザインの使用 11
パッケージ内容の説明
altera_pcie_srio_ref_design ディレクトリには、srio_<rate>_<mode>

（srio_1250_×1 、srio_2500_×1、srio_3125_×1）の 3 つのサブディレクトリがあり

ます。

srio_1250_×1 ディレクトリには、1.250 Gbaud 1x RapidIO MegaCore ファンクショ

ン用の FPGA デザインがあります。このデザインでは、DMA を使用してローカル・

メモリ・ブロックから RapidIO MegaCore I/O ライト Avalon-MM スレーブ・ポート

にデータを転送します。これらのデータ転送は、NWRITE、NWRITE_R、 および 
SWRITE トランザクションの基礎となります。

srio_2500_×1 および srio_3125_×1 ディレクトリには残りの RapidIO MegaCore 
ファンクション・バリエーション、すなわち 2.500 および 3.125 Gbaud における

1× バリエーションが含まれています。これらのデザインでは、Avalon-MM マスタ・

ポートを有するパケット・ジェネレータを用いて I/O バースト転送を生成し、それ

らを RapidIO MegaCore I/O ライト Avalon-MM スレーブ・ポートに送信します。こ

れらのバーストは NWRITE、NWRITE_R、 および SWRITE トランザクションの基礎と

なります。このデザインでは、DMA 手法を使用してライン・レート・トラフィック

によってリンクを飽和状態にすることはできません。パケット・ジェネレータ手法

により、デザインはこのモードおよびこれらのレートにおける RapidIO プロトコル

に対してリンクを飽和状態にすることができます。

図 5. altera_pcie_srio_ref_design ディレクトリの構造

        

       srio_1250_x1

       dma

       .sopc_builder

       reset

rx_buffer

       software_app

       software_bsp

       srio_stats

altera_pcie_srio_ref_design
Installation directory

       srio_2500_x1 

       srio_3125_x1 

       dma

       

reset

pkt_checker

       

software_app

       .sopc_builder

       

software_bsp

       srio_stats

       

       rx_buffer

       pkt_source
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12 リファレンス・デザインの使用
各 srio_<rate>_<mode> ディレクトリには、該当するデザインによってアルテラ

FPGA をプログラムするための SRAM オブジェクト・ファイル（.sof）が含まれて

います。また、これらのディレクトリにはそれぞれ、下記のとおり、完全なデザイ

ンを再生成するために必要なすべてのファイルが含くまれています。

■ srio_<rate>_<mode>.qpf

■ srio_<rate>_<mode>.qsf

■ srio_<rate>_<mode>_sys.ptf

■ srio_<rate>_<mode>_sys.sopc

■ srio_<rate>_<mode>_top.v

srio_<rate>_<mode>_top.v ファイルは SOPC デザイン用のトップレベル・

ラッパーです。このファイルはクロッキング手法を実装します。クロッキング手法

について詳しくは、8 ページの「クロック」を参照してください。

各 srio_<rate>_<mode> ディレクトリには、下記の関連するサブディレクトリ

（DMA ベースまたはパケット・ジェネレータ・ベースのデザイン）が含まれていま

す。

表 2. srio_<rate>_<mode>ディレクトリにあるサブディレクトリ  (１ /２ )

ディレクトリ名
DMAベース / 
パケット・ベース 説明

.sopc_builder 両方
SOPC Builder 用の Peripheral Template ファイル（.ptf）が含まれ
ています。これらのファイルは SOPC Builder にある使用可能な
コンポーネントを記載します。

dma 両方

このリファレンス・デザインで使用される DMA コントローラ用
の Verilog コードが含まれています。また、コンポーネントの機
能およびパラメータを説明する SOPC Builder 用 TCL ファイルも
含まれています。

rx_buffer 両方
Avalon-MM トラフィック・シンク用の Verilog HDL コードおよび
SOPC Builder 用の TCL ファイルが含まれています。.

pkt_source パケット・ベース
Avalon-MM トラフィック・ジェネレータ用の Verilog HDL コード
および SOPC Builder 用の TCL ファイルが含まれています。

pkt_checker パケット・ベース

パケット・ディスクリプタ FIFO、NREADトランザクション・
ジェネレータ、およびデータ比較ブロックなどのデータ整合性
チェッカ用の Verilog HDL コードおよび SOPC Builder 用の TCL
ファイルが含まれています。

reset 両方
RESET CONTROL ブロック用の Verilog HDL コードおよび SOPC 
Builder 用の TCL ファイルが含まれています。

software_app 両方

次の 3 つのファイルが含まれています。

■  create-this-app – ドライバのコンパイルに使用されるスクリ
プト

■  srio_main_full.c – RapidIO ドライバを実装する C コード

■  srio_regs.h – RapidIO MegaCore 内部レジスタ用のニーモ
ニック
TI 6488 DSP による RapidIO 相互運用性 リファレンス・デザイン 2009 年 5月
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リファレンス・デザインの使用 13
TI 6488 DSPパッケージ・ファイルの抽出 

10 ページの「パッケージのダウンロード」で説明したようにファレンス・デザイン

の zip ファイルをダウンロードして、そしてファイルを解凍した後、作業ディレクト

リに altera_ti_srio_ref_design サブディレクトリが現れます。このディレクトリに

は TI 6488 DSP をプログラムするためのファイルが含まれています。図 6 に、 
altera_ti_srio_ref_design ディレクトリの構造を示します。

パッケージ内容の説明
altera_ti_srio_ref_design ディレクトリには、シリアル RapidIO データ・レートご

とに 1 つのディレクトリ、合計 3 つのサブディレクトリがあります。

各ディレクトリには次のファイルがあります。

■ lnk.cmd

■ main_unidirectional.c

■ main_bidirectional_perf.c

■ main_bidirectional_dit.c

■ main_tx_dbell.c

■ srio_test_<rate>.pjt

表 3 に、これらのファイルについて説明します。

software_bsp 両方
create-this-bsp ファイルが含まれています。アプリケーション
に使用される HAL ドライバ（この場合には RapidIO ドライバ）
を作成するスクリプトです。

srio_stats 両方
STATS コンポーネント用の Verilog HDL コードおよび SOPC 
Builder 用の TCL ファイルが含まれています。

表 2. srio_<rate>_<mode>ディレクトリにあるサブディレクトリ  (２ /２ )

ディレクトリ名
DMAベース / 
パケット・ベース 説明

図 6. altera_ti_srio_ref_designディレクトリの構造

       srio_test_2500

       srio_test_3125

altera_ti_srio_ref_design
Installation directory

 srio_test_1250

表 3. altera_ti_srio_ref_designサブディレクトリ内のファイル

ファイル 説明
lnk.cmd TI 6488 DSP 用のリンカ・コマンド・ファイルです。

main_unidirectional.c
main_bidirectional_perf.c
main_bidirectional_dit.c
main_tx_dbell.c

TI 6488 DSP をプログラムするコードです。

srio_test_<rate>.pjt Code Composer Studio プロジェクト・ファイルです。 .c ファイルのコンパ
イルについての関連情報が含まれています。 
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14 リファレンス・デザインの使用
srio_test_<rate>.pjt ファイルは、パスをターゲットとされるライブラリに含めま

す。ライブラリの位置を反映するには、このファイルを編集して、パスを例 1 に示

すように変更しなければなりません。 

例 1. srio_test_<rate>.pjt ファイル内のパス
ProjectDir="C:\srio_ref_design\PCIe_a_6488\srio_test_<rate>\"
Source="..\..\..\CCStudio_v3.3\C6000\cgtools\lib\rts64plus.lib"
Source="C:\CCStudio_v3.3\C6000\csl_c6488\csl_c6488.lib"
Options=-g -pdv -fr"$(Proj_dir)\Debug" \ 

-i"c:\srio_ref_design\PCIe_a_6488\ti6488_srio_source\default_package\csl_c6488\inc" \
-d"RATE_<rate>" -d"_DEBUG" -d"CHIP_64XX" -mv6400+

アプリケーションを実行する準備
アプリケーションを実行するには、必要なソフトウェアをインストールしたり、

ハードウェアを接続したり、アルテラ FPGA をプログラムしたり、アプリケーショ

ンを選択したり、TI 6488 DSP をプログラムしたり、選択した性能テスト、データ

整合性テスト、および Doorbell メッセージ・テストを実行したりする必要がありま

す。次の項では、ハードウェアの接続、アルテラ FPGA のプログラム、アプリケー

ションの選択、および TI 6488 DSP のプログラムについて説明します。

ハードウェアの接続
ハードウェアを接続する前に、10 ページの「ソフトウェア要件」で述べた必要なソ

フトウェアをインストールしなければなりません。

ハードウェアを接続するには、次の手順を実行します。

1. CCS v3.3 をインストールします。

2. EVM と同梱されている「TMS320TCI6488 EVM Quick Start Installation Guide」
での指示に従って、TI  DSP カードに電源を投入して初期化をします。

3. TI DSP カードから電源を切断します。

4. TI DSP カードから TI USB ケーブルを取り外します。

5. HSMC-to-AMC コネクタを使用して、Stratix IV GX FPGA 開発ボードを TI DSP
カードに接続します。 

6. TI DSP カードに TI USB ケーブルを再接続します。

7. USB-Blaster ケーブルを Stratix IV GX FPGA 開発ボードに接続します。

8. Stratix IV GX FPGA 開発ボードに電源を投入します。

9. TI DSP カードに電源を投入します。

10.Stratix IV GX FPGA 開発ボードをオンにします。

1× 1.250Gbaudのデザイン・バリエーションに対してアルテラ FPGAをプ
ログラム 

RapidIO 相互運用性リファレンス・デザインの 1× 1.250 Gbaud バリエーションに対

してアルテラ FPGA をプログラムするには、次の手順を実行します。

1. Windows の Start メニューから、All Programs > Altera > 
Nios II EDS <version_number> をポイントし、

Nios II <version_number> Command Shell をクリックして Nios II コマンド・

シェルを起動します。

2. altera_pcie_srio_ref_design\srio_1250_x1 ディレクトリに移動します。
TI 6488 DSP による RapidIO 相互運用性 リファレンス・デザイン 2009 年 5月
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3. software_bsp ディレクトリに移動します。create-this-bsp スクリプト・ファイ

ルはこのディレクトリ内の唯一のファイルであるはずです。

4. このリファレンス・デザインに必要なすべての HAL ドライバをビルドするには、

次コマンドを入力します。

./create-this-bsp r

これで、software_bsp ディレクトリには、 図 7 に示したサブディレクトリおよ

びファイルが含まれているはずです。

5. ..\software_app ディレクトリに移動します。 

このディレクトリには下記の 3 つのファイルがあります。

■  srio_regs.h

■  srio_main_full.c

■  create-this-app

6. srio_main_full.c 内のドライバ・ソフトウェアをコンパイルするスクリプトを実

行するには、次のコマンドを入力します。

./create-this-app r

1 srio_regs.h ファイルには、アルテラ RapidIO MegaCore ファンクション内の Serial 
RapidIO レジスタ用のニーモニックが含まれています。

これで、software_app ディレクトリには、 図 7 に示したサブディレクトリおよび

ファイルが含まれているはずです。

図 7. create-this-bspスクリプト実行後の software_bspディレクトリ構造

       software_bsp

       alt_sys_init.c

       create-this-bsp

       libhal_bsp.a

       linker.h

       linker.x

       Makefile

       mem_init.mk

       memory.gdb

       public.mk

       settings.bsp

       summary.html

       system.h

       obj

       HAL

       drivers
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16 リファレンス・デザインの使用
create-this-appの実行時にコンパイル・エラーが発生しなかったら、FPGA をプ

ログラムして RapidIO MegaCore ドライバを実行することができます。

FPGA のプログラム、ソフトウェア・イメージのダウンロード、および

nios2-terminal セッションの起動を行うには、次の手順を実行します。

1. FPGA をプログラムするには、コマンド・シェルで次のコマンドを入力します。

nios2-configure-sof -d 1 ../srio_1250_x1.sof r

2. ソフトウェア・イメージをダウンロードするには、次のコマンドを入力します。

nios2-download --device=1 -g srio_test.elf r

これで、アルテラ RapidIO MegaCore ファンクションは FPGA にダウンロード

されました。

3. nios2-terminal セッションを起動するには、次のコマンドを入力します。

nios2-terminal --device=1 r

これで、nios2-terminal セッションが開かれており、FPGA 上の Nios II プロセッ

サと通信することが可能になります。

任意の RapidIO 相互運用性リファレンス・デザイン・テストを実行する前に、

TI 6488 DSP を立ち上げてプログラムする必要があります。次の項ではこの手順に

ついて説明します。

残りの RapidIOデザイン・バリエーションに対してアルテラ FPGAをプロ
グラム
RapidIO 相互運用性リファレンス・デザインのほかのバリエーションのいずれかに

対してアルテラ FPGA をプログラムするには、以下の例外を除いて 14 ページの
「1× 1.250Gbaud のデザイン・バリエーションに対してアルテラ FPGA をプログラム」

での手順に従ってください。

■ altera_pcie_srio_ref_design\srio_1250_x1 パスを 
altera_pcie_srio_ref_design\srio_<rate>_x1 パスに置き換えます。

■ .sof ファイル名の srio_1250_x1.sof を srio_<rate>_x1.sof に置き換えます。

図 8. create-this-appスクリプト実行後の software_appディレクトリ構造 

       software_app
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       Makefile
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リファレンス・デザインの使用 17
TI 6488 DSP上で実行するプログラムを選択
このリファレンス・デザインでは、TI 6488 DSP にロードできる 4 つのプログラム

が提供されています。これらのプログラムは次の 4 つのファイルにあります。

■ main_unidirectional.c

■ main_bidirectional_perf.c

■ main_bidirectional_dit.c

■ main_tx_dbell.c

main_unidirectional.c にあるプログラムは、TI 6488 DSP をスレーブのみとしてコ

ンフィギュレーションします。このプログラムは、FPGA から TI 6488 DSP に流れ

るデータの性能を測ったり、FPGA から TI 6488 DSP に渡す Doorbell メッセージを

テストしたりするのに使用されます。

main_bidirectional_perf.c にあるプログラムは、TI 6488 DSP をスレーブおよびマ

スタの両方にコンフィギュレーションします。このコンフィギュレーションでは、

TI DSP は受信するリードとライト・トランザクションを処理し、FPGA にライト・

トランザクションを開始します。

main_bidirectional_dit.c にあるプログラムは、TI 6488 DSP をスレーブおよびマス

タの両方にコンフィギュレーションします。このコンフィギュレーションでは、

TI DSP は受信するリードとライト・トランザクションを処理します。また、このコ

ンフィギュレーションは FPGA にライト・トランザクションを開始し、データ整合

性チェックのためにライト位置からデータを読み出します。

1 main_bidirectional_dit.c にあるプログラムはリンクを飽和状態にすることができま

せん。したがって、このプログラムを性能測定に使用してはいけません。 

main_tx_dbell.c にあるプログラムは、アルテラ FPGA 上の RapidIO コアに

Doorbell メッセージを送信するように TI 6488 DSP をコンフィギュレーションしま

す。

TI 6488 DSP ドライバをロードおよび実行する前に、srio_test_<rate>.pjt ファイル

を編集して望ましいプログラムを指定する必要があります。リファレンス・デザイ

ンの .zip ファイルで提供される srio_test_<rate>.pjt ファイルには、4 つのプログラ

ムをすべてソースするラインがあります。テキスト・エディタによってファイルを

開いて、望ましいプログラムに関連するラインのコメントを解除し、そしてほかの

ラインをコメント・アウトします。

例 2 に、 main_unidirectional.c にあるプログラムを指定するための

srio_test_<rate>.pjt ファイル内の関連するソース・ラインを示します。

例 2. main_unidirectional.c がコンパイルされるように指定する srio_test_<rate>.pjt ファ
イルのセクション
Source="main_unidirectional.c"
#Source="main_bidirectional_dit.c"
#Source="main_bidirectional_perf.c"
#Source="main_tx_dbell.c"
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18 リファレンス・デザインの使用
CCStudio IDE v3.3の実行
.pjt ファイルを編集して望ましいプログラムを指定したら、TI 6488 DSP ドライバを

実行することができます。この項では、任意の RapidIO バリエーションの

TI 6488 DSP ドライバをロードおよび実行するために CCStudio v3.3 (CCS) セッ

ションを開始またはリセットする方法について説明します。

新規プロジェクトを実行するように CCS IDE セッションを準備するには、次の手順

を実行します。 

1. TI 6488 DSP プログラムが CCS セッションで実行している場合、 次の手順を実

行してプログラムを中止し、前のセッションを完全に閉じます。

a. TMS320TCI6488 EVM の CCS ドライバのウィンドウでの左側で、Halt アイ

コンをクリックしてプログラムを中止します。 図 9 に、そのアイコンを示しま

す。

b. Project メニューで、 Close をクリックします。 

c. Debug メニューで、 Disconnect をクリックします。

d. File メニューで、 Close Session をクリックします。

e. Parallel Debug Manager で、File メニューから、Exit をクリックします。 図
10 に Parallel Debug Manager を示します。

2. TCI6488 EVM CCStudio v3.3 アイコンをダブルクリックします。Parallel Debug 
Manager ウィンドウが表示されます。

図 9. Haltアイコンがアクティブになる Code Composer Studioウィンドウ 

Halt アイコン
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リファレンス・デザインの使用 19
3. System の下で、 TCI6488EVM_EMBEDDED_USB を展開し、 C64PLUS_F1A を

ダブルクリックして、EVM ボード上の F1 TI 6488 DSP のコア A で CCS セッ

ションを起動します。 図 10 に、この CPU を選択した後の Parallel Debug 
Manager を示します。

4. Debug メニューで、Connect をクリックします。ドライバと F1 TI 6488 DSP コ

ア A の間に接続が確立されます。 

1× 1.250 Gbaudのデザイン・バリエーションに対して TI 6488 DSPをプロ
グラム
.pjt を編集して望ましいプログラムを指定し、CCS セッションをリセットした後、

TI 6488 DSP ドライバをロードおよび実行することができます。この項では、1× 
1.250 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して TI 6488 DSP ドライバをロード

および実行する方法について説明します。

このデザイン・バリエーションをロードおよび実行するには、次の手順を実行しま

す。

1. Project メニューで、Open クリックします。 

2. Project Open ダイアログ・ボックスで、 srio_test_1250 ディレクトリに移動し

ます。 

3. srio_test_1250.pjt ファイルを選択します。

4. Open クリックします。

5. File View ウィンドウで、 Projects ディレクトリから srio_test_1250.pjt ファイル

を選択します。

6. ファイル名を右クリックして、 Clean をクリックします。

7. ファイル名がハイライトされたままで、Build をクリックします。 TI 6488 DSP
をコンフィギュレーションするためのコードがコンパイルします。 

8. File メニューで、 Load Program をクリックします。

9. Load Program ウィンドウで、 Debug ディレクトリに移動します。

10.srio_1250_test.out を選択します。

11. Open をクリックします。

12.CCS ドライバ・ウィンドウでの左側で、 Run アイコンをクリックしてプログラ

ムを実行します。図 11 にそのアイコンを示します。

図 10. CPU選択後の Parallel Debug Manager
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20 リファレンス・デザインの使用
stdout ウィンドウ・パネルでは、コードに埋め込まれるメッセージが表示されます。

最後に表示されるメッセージは、リンクが確立したことを示します。 

図 11 に、Run アイコンおよびリンクが確立したことを示すメッセージを示します。

残りのデザイン・バリエーションに対して TI 6488 DSPをプログラム
RapidIO 相互運用性リファレンス・デザインのほかのバリエーションのいずれかに

対して TI 6488 DSP をプログラムするには、以下の例外を除いて 19 ページの「1× 

1.250 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して TI 6488 DSP をプログラム」での

手順に従ってください。

■ srio_test_1250 ディレクトリを srio_test_<rate> ディレクトリに置き換えます。

■ .pjt ファイル名の srio_test_1250.pjt を srio_test_<rate>.pjt に置き換えます。

■ .out ファイル名の srio_test_1250.out を srio_test_<rate>.out に置き換えます。

アプリケーションの実行
アルテラ FPGA をコンフィギュレーションして、選択したアプリケーションを

TI 6488 DSP にロードした後、4 種類のテストの 1 つのアプリケーションを実行す

ることができます。

DMA ベース・システム（1× 1.250 Gbaud のバリエーション）とパケット・ジェネ

レータ・ベース・システム（残りのバリエーション）によって実装される RapidIO 
MegaCore バリエーションにおける性能テストおよびデータ整合性テストの実行手

順はそれぞれ異なります。

次の項では、4 つのアプリケーション・プログラムを実行する方法について説明し

ます。

図 11. Code Composer Studio ウィンドウ

Run アイコン

リンク確立
メッセージ
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単方向性能テストの実行
次の項では、単方向性能テストを実行する方法について説明します。

1× 1.250 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して 単方向性能テストを実行
1× 1.250 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して単方向性能テストを実行する

前に、アルテラ FPGA をコンフィギュレーションして単方向性能テストをロードし

ていない場合は、そうする必要があります。アルテラ FPGA をコンフィギュレー

ションして、1× 1.250 Gbaud バリエーションに対する単方向性能テストを

TI 6488 DSP にロードするには、次の手順を実行します。

1. このデザイン・バリエーションに対して FPGA をプログラムしましたが、その後

に FPGA を再プログラムした場合、14 ページの「1× 1.250Gbaud のデザイン・

バリエーションに対してアルテラ FPGA をプログラム」での指示に従います。

1 このデザイン・バリエーションに対して FPGA をプログラムした後に

FPGA を再プログラムしましたが、このバリエーションの 

create-this-bsp および create-this-app が実行された場合は、16

ページのステップ 1 およびステップ 2 のみを実行します。

2. srio_test_1250.pjt ファイルを編集して、main_unidirectional.c がコンパイルさ

れるように指定します。

3. 18 ページの「CCStudio IDE v3.3 の実行」での指示に従います。

4. 19 ページの「1× 1.250 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して TI 6488 

DSP をプログラム」での指示に従います。

単方向性能テストを実行するには、ステップ 1で開いた nios2-terminal セッション

に戻ります。サポートされる RapidIO ドライバ・コマンドのリストを表示するには、

hを入力します。

次のコマンド・シーケンス（説明は表 4を参照）は、RapidIO MegaCore ファンク

ションをプログラムし、TI 6488 DSP にトラフィックを生成し、性能をモニタしま

す。デフォルトの init設定は NWRITEトランザクションを生成します。

stop
r
rate 1250
clk 40
pload 256
init
start
stats
z
stop

表 4 に、これらのコマンドを順序立てて説明します。
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22 リファレンス・デザインの使用
図 12 に、この RapidIO バリエーションの単方向統計情報収集のサイクルのサンプル

を示します。 

コマンド・シーケンスで、startコマンドの代わりに ditコマンドを入力すると、

データ整合性チェックがイネーブルされます。このテストでは、FPGA は通常の単

方向性能テストと同じく、ライト・コマンドを開始します。ただし、dit テストで

は、ライト動作が成功したかどうかをテストするために、FPGA はリード・コマン

ドも開始します。 

表 4. 1× 1.250 Gbaudの RapidIOバリエーションにおける NWRITE性能テスト用の nios2-terminalコマン
ド

コマンド 説明

stop

WR DMA ブロックから RapidIO I/O ライト Avalon-MM スレーブ・ポートへの DMA 転送を中
止します 。コマンド・シーケンスをこのコマンドで開始するようにして、前のテスト活動が
中止されることを確保します。また、コマンド・シーケンスをこのコマンドで終了するよう
にして、現在のテスト活動を中止します。

r RapidIO MegaCore ファンクションをリセットします。 .

rate 1250 レートを 1.250 Gbaud に設定します。

clk 40

Avalon-MM システム・クロックが 40 MHz で動作することをドライバに示します。RapidIO 
MegaCore ファンクションのバリエーションとクロック・レート、および対応する
Avalon-MM システム・クロック周波数の一覧については、8ページの表 1 を参照してくださ
い。プログラムする clk 値はスループットの算出に使用されます。

pload 256 256 バイトのペイロードをバーストするように Write DMA をプログラムします。許容される
値は 8 の倍数です（最小値＝ 8、最大値＝ 256）。

init
RapidIO MegaCore ファンクション内の CSR のサブセットを開始します。特定のプログラム
されたコンフィギュレーション・レジスタについて詳しくは、srio_main_full.c ファイルを
参照してください。.

start WR DMA ブロックから RapidIO I/O ライト Avalon-MM スレーブ・ポートへの DMA 転送を開
始します 。

stats 統計情報収集の作業をイネーブルします。

z 統計情報収集の作業を中止します。

図 12. 1× 1.250 Gbaudにおける単方向統計情報収集のサイクルのサンプル
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dit テスト中に、nios2-terminal では送信したパケットおよびチェックしたパケット

の数を即時に表示します。1× 1.25 Gbaud の RapidIO MegaCore バリエーションは

動的な統計情報収集をサポートしません。パケットの送信およびチェックが終了し

たら、Serial RapidIO> プロンプトが再び表示されます。このテスト時のパケッ

ト・アクティビティの概要を表示するには、 Serial RapidIO> プロンプトで

dit_stats を入力します。

表 5 に、これらのデータ整合性チェックのコマンドに関する情報を提供します。

図 13 に、この RapidIO バリエーションの単方向統計情報収集のサイクルのサンプル

を示します。このサンプルでは、コマンド・シーケンスでの startコマンドが

dit 100に置き換えられています。dit_stats による表示は、リード・データが

データ整合性チェックのために RapidIO MegaCore ファンクションに受信されたこ

とを示します。

1× 2.500Gbaud のデザイン・バリエーションに対して単方向性能テストを実行
1× 2.500 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して単方向性能テストを実行する

前に、アルテラ FPGA をコンフィギュレーションして単方向性能テストをロードし

ていない場合は、そうする必要があります。アルテラ FPGA をコンフィギュレー

ションして、1× 2.500 Gbaud バリエーションに対する単方向性能テストを

TI 6488 DSP にロードするには、次の手順を実行します。

1. このデザイン・バリエーションに対して FPGA をプログラムしましたが、その後

に FPGA を再プログラムした場合、16 ページの「残りの RapidIO デザイン・バ

リエーションに対してアルテラ FPGA をプログラム」での指示に従います。

表 5. データ整合性テスト用の nios2-terminalコマンド

コマンド 説明

dit N

データ整合性テストを実行します。ditコマンドは、FPGA が TI DSP に書き込むパ
ケットの数を指定する 10 進数の引数を受け取ります。データ整合性テストでは、
FPGA は各パケットを書き込み、そしてそのデータを読み戻し、データが正しく書き
込まれたことを確認します。

dit_stats

実行終了時に収集された統計情報を表示します。1× 1.250 Gbaud の RapidIO 
MegaCore バリエーションがデータ整合性テストの実行時に動的に統計情報を表示す
ることができないため、この RapidIO バリエーションにデータ整合性テストを実行し
た後にこのコマンドを用いて統計情報を表示しなければなりません。

図 13.  1× 1.250 Gbaudにおけるデータ整合性テストの単方向収集情報のサンプル
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24 リファレンス・デザインの使用
1 このデザイン・バリエーションに対して FPGA をプログラムした後に

FPGA を再プログラムしましたが、このバリエーションの 

create-this-bsp および create-this-app がすでに実行された場合

は、16 ページの「残りの RapidIO デザイン・バリエーションに対してアル

テラ FPGA をプログラム」で述べたとおり .sof ファイル名を置き換えて、

16 ページのステップ 1 およびステップ 2 を実行します。

2. srio_test_2500.pjt ファイルを編集して、main_unidirectional.c がコンパイルさ

れるように指定します。

3. 18 ページの「CCStudio IDE v3.3 の実行」での指示に従います。

4. 20 ページの「残りのデザイン・バリエーションに対して TI 6488 DSP をプログラ

ム」での指示に従います。

単方向性能テストを実行するには、ステップ 1で開いた nios2-terminal セッション

に戻ります。サポートされる RapidIO ドライバ・コマンドのリストを表示するには、

hを入力します。

次のコマンド・シーケンス（説明は表 6を参照）は、RapidIO MegaCore ファンク

ションをプログラムし、TI 6488 DSP にトラフィックを生成し、性能をモニタしま

す。デフォルトの init設定は NWRITEトランザクションを生成します。

stop
r
rate 2500
mode 1
gap 4
clk 75
pload 256
init
start
stats
z
stop

表 6 に、これらのコマンドを順序立てて説明します。

表 6. 1× 2.500 Gbaud の RapidIOバリエーションにおける NWRITE性能テスト用の nios2-terminalコマン
ド (１ /２ )

コマンド 説明

stop
パケット・ジェネレータを中止します 。コマンド・シーケンスをこのコマンドで開始するよ
うにして、前のテスト活動が中止されることを確保します。また、コマンド・シーケンスを
このコマンドで終了するようにして、現在のテスト活動を中止します。

r RapidIO MegaCore ファンクションをリセットします。

rate 1250 レートを 2.500 Gbaud に設定します。

mode 1 モードを設定します。TI 6488 DSP が ×1 RapidIO バリエーションのみサポートするため、こ
の相互運用性デザインはモード 1 のみサポートします。

gap 4

Avalon-MM システムのクロック・サイクルの数を指定するために、Avalon-MM ライト・
バーストと RapidIO MegaCore I/O ライト Avalon-MM スレーブ・ポート間のギャップを設定
します。ギャップの値が小さいほど、パケット・ジェネレータはトラフィックをより短い
バースト間遅延で RapidIO MegaCore I/O ライト Avalon-MM スレーブ・ポートに流して、ス
ループットを増加させます。
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図 14 に、この RapidIO バリエーションの単方向統計情報収集のサイクルのサンプル

を示します。 

コマンド・シーケンスでの start コマンドを ditコマンドに置き換えると、

pkt_check コンポーネントによるデータ整合性チェックがイネーブルされます。この

テストでは、FPGA は通常の単方向性能テストと同じく、ライト・コマンドを開始

します。ただし、dit テストでは、ライト動作が成功したかどうかをテストするため

に、FPGA はリード・コマンドも開始します。23 ページの表 5 に、このデータ整合

性チェックに関する情報を提供します。

clk 75

Avalon-MM システム・クロックが 75 MHz で動作することをドライバに示します。RapidIO 
MegaCore ファンクションのバリエーションとクロック・レート、および対応する
Avalon-MM システム・クロック周波数の一覧については、8ページの表 1 を参照してくださ
い。

pload 256 256 バイトのペイロードをバーストするように Write DMA をプログラムします。許容される
値は 8 の倍数です（最小値＝ 8、最大値＝ 256）。

init
RapidIO MegaCore ファンクション内の CSR のサブセットを開始します。特定のプログラム
されたコンフィギュレーション・レジスタについて詳しくは、srio_main_full.c ファイルを
参照してください。

start パケット・ジェネレータの RapidIO MegaCore I/O ライト Avalon-MM スレーブ・ポートへの
トラフィック転送を開始します。

stats 統計情報収集の作業をイネーブルします。

z 統計情報収集の作業を中止します。

表 6. 1× 2.500 Gbaud の RapidIOバリエーションにおける NWRITE性能テスト用の nios2-terminalコマン
ド (２ /２ )

コマンド 説明

図 14. 1× 2.500 Gbaudにおける単方向統計情報収集のサイクルのサンプル
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図 15 に、この RapidIO バリエーションの単方向統計情報収集のサイクルのサンプル

を示します。このサンプルでは、dit 80000000コマンドはコマンド・シーケンス

での stats コマンドの前に挿入されます。表示は、リード・データがデータ整合性

チェックのために RapidIO MegaCore ファンクションに受信されたことを示します。

1× 3.125 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して単方向性能テストを実行
1× 3.125 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して単方向性能テストを実行する

前に、アルテラ FPGA を正しいバリエーションにプログラムし、TI 6488 DSP を単

方向性能テストおよび正しいレート設定にプログラムする必要があります。 

「1× 2.500Gbaud のデザイン・バリエーションに対して単方向性能テストを実行」で

の指示に適切な変更を加えて、1× 3.125 Gbaud のバリエーションをプログラムおよ

び実行します。プログラムを実行するとき、正しい rate (3125)、 mode (1)、 および 
clk (84) の値を指定し、そして gap を指定します。このレートにおける正しい clk設

定については、8 ページの表 1 を参照してください。gap設定はクロック・サイク

ルを単位として測定され、すべてのパケット・ジェネレータ・ベースのバリエー

ションでは同じままであることがあります。

双方向性能テストの実行
次の項では、双方向性能テストを実行する方法について説明します。

1× 1.250 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して双方向性能テストを実行 
アプリケーションを実行する前に、アルテラ FPGA をコンフィギュレーションして

双方向性能テストをロードする必要があります。アルテラ FPGA をコンフィギュ

レーションして、1× 1.250 Gbaud バリエーションに対する双方向性能テストを

TI 6488 DSP にロードするには、次の手順を実行します。

1. このデザイン・バリエーションに対して FPGA をプログラムしましたが、その後

に FPGA を再プログラムした場合、14 ページの「1× 1.250Gbaud のデザイン・

バリエーションに対してアルテラ FPGA をプログラム」での指示に従います。

1 このデザイン・バリエーションに対して FPGA をプログラムした後に

FPGA を再プログラムしましたが、このバリエーションの 

create-this-bsp および create-this-app が実行された場合は、16

ページのステップ 1 およびステップ 2 のみを実行する必要があります。

図 15. 1× 2.500 Gbaudにおけるデータ整合性テストの単方向収集情報のサンプル
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2. srio_test_1250.pjt ファイルを編集して、main_bidirectional_perf.c がコンパイ

ルされるように指定します。

3. 18 ページの「CCStudio IDE v3.3 の実行」での指示に従います。

4. 19 ページの「1× 1.250 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して TI 6488 

DSP をプログラム」でのステップ 1 ～ 11 を実行します。

FPGA 上および TI 6488 DSP 上で双方向性能テストを実行するには、次の手順に従

います。

1. ステップ 1 で開いた nios2-terminal セッションに戻ります。

2. Serial RapidIO> プロンプトで、次のコマンド・シーケンスを入力します。 

stop
r
rate 1250
clk 40
pload 256
init
start
stats

3. 19 ページの「1× 1.250 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して TI 6488 

DSP をプログラム」でのステップ 12 を実行します。 (CCS ドライバのウィンドウ

の左側で、Run アイコンをクリックしてプログラムを実行します。）

4. 統計情報収集を中止するには、nios2-terminal で zを入力します。

5. 統計情報の収集および表示を再開するには、statsを入力します。

6. FPGA によって開始されるトラフィックを中止したい場合（TI DSP からの要求

に対する FPGA 応答は中止しない）、stop を入力します。 

最初に、nios2-terminal は FPGA から TI 6488 DSP へのトラフィックのみを表示し

ます。ステップ 3 を実行したら、トラフィックは両方向に流れ、統計情報表示では

FPGA によって開始されるトランザクションおよび TI 6488 DSP によって開始され

るトランザクションに対して、0 以外の数字で表示します。

図 16 に、この RapidIO バリエーションの双方向統計情報収集のサイクルのサンプル

を示します。

図 16. 1× 1.250 Gbaudにおける双方向性能統計情報収集のサイクルのサンプル
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28 リファレンス・デザインの使用
stopを入力した後、次のコマンド・シーケンス異なるバースト・サイズ、すなわち

<payload value> を試みることができます。

pload <payload value>
start

<payload value> の許容値は 22 ページの表 4 で指定されています。

1× 2.500 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して双方向性能テストを実行 
アプリケーションを実行する前に、アルテラ FPGA をコンフィギュレーションして

双方向性能テストをロードする必要があります。アルテラ FPGA をコンフィギュ

レーションして、1× 2.500 Gbaud バリエーションに対する双方向性能テストを

TI 6488 DSP にロードするには、次の手順を実行します。

1. このデザイン・バリエーションに対して FPGA をプログラムしましたが、その後

に FPGA を再プログラムした場合、16 ページの「残りの RapidIO デザイン・バ

リエーションに対してアルテラ FPGA をプログラム」での指示に従います。

1 このデザイン・バリエーションに対して FPGA をプログラムした後に

FPGA を再プログラムしましたが、このバリエーションの 
create-this-bsp および create-this-app がすでに実行された場合

は、16 ページのステップ 1 およびステップ 2 のみを実行する必要があり

ます。

2. srio_test_2500.pjt ファイルを編集して、main_bidirectional_perf.c がコンパイ

ルされるように指定します。

3. 18 ページの「CCStudio IDE v3.3 の実行」での指示に従います。

4. 20 ページの「残りのデザイン・バリエーションに対して TI 6488 DSP をプログラ

ム」でのステップ 1 ～ 11 を実行します。

FPGA 上および TI 6488 DSP 上で双方向性能テストを実行するには、次の手順に従

います。

1. ステップ 1 で開いた nios2-terminal セッションに戻ります。

2. Serial RapidIO> プロンプトで、次のコマンド・シーケンスを入力します。

stop
r
rate 2500
mode 1
gap 4
clk 75
pload 256
init
start
stats

3. 19 ページの「1× 1.250 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して TI 6488 

DSP をプログラム」でのステップ 12 を実行します。(CCS ドライバのウィンドウ

の左側で、Run アイコンをクリックしてプログラムを実行します。）

4. 統計情報収集を中止するには、nios2-terminal で zを入力します。

5. 統計情報の収集および表示を再開するには、statsを入力します。

6. FPGA によって開始されるトラフィックを中止したい場合（TI DSP からの要求

に対する FPGA 応答は中止しない）、stop を入力します。 
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リファレンス・デザインの使用 29
最初に、nios2-terminal は FPGA から TI 6488 DSP へのトラフィックのみを表示し

ます。ステップ 3 を実行したら、トラフィックは両方向に流れ、統計情報表示では

FPGA によって開始されるトランザクションおよび TI 6488 DSP によって開始され

るトランザクションに対して、0 以外の数字で表示します。

図 17 に、この RapidIO バリエーションの双方向統計情報収集のサイクルのサンプル

を示します。 

1× 3.125 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して双方向性能テストを実行 
1× 3.125 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して双方向性能テストを実行する

前に、アルテラ FPGA を正しいバリエーションにプログラムし、TI 6488 DSP を双

方向性能テストおよび正しいレート設定にプログラムする必要があります。 

28 ページの「1× 2.500 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して双方向性能テ

ストを実行」での指示に適切な変更を加えて、1× 3.125 Gbaud のバリエーションを

プログラムおよび実行します。プログラムを実行するとき、正しい rate (3125)、 
mode (1)、 および clk (84) の値を指定し、そして gapを指定します。このレートにお

ける正しい clk設定については、8 ページの表 1 を参照してください。gap設定は

クロック・サイクルを単位として測定され、すべてのパケット・ジェネレータ・

ベースのバリエーションでは同じままであることがあります。

双方向データ整合性テストの実行
次の項では、双方向データ整合性テストを実行する方法について説明します。

1× 1.250 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して双方向データ整合性テスト
を実行
アプリケーションを実行する前に、アルテラ FPGA をコンフィギュレーションして

データ整合性テストをロードする必要があります。アルテラ FPGA をコンフィギュ

レーションして、1× 1.250 Gbaud に対する双方向データ整合性テストをロードする

には、次の手順に従います。

1. このデザイン・バリエーションに対して FPGA をプログラムしましたが、その後

に FPGA を再プログラムした場合、14 ページの「1× 1.250Gbaud のデザイン・

バリエーションに対してアルテラ FPGA をプログラム」での指示に従います。

図 17.  1× 2.500 Gbaudにおける双方向性能統計情報収集のサイクルのサンプル
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30 リファレンス・デザインの使用
1 このデザイン・バリエーションに対して FPGA をプログラムした後に

FPGA を再プログラムしましたが、このバリエーションの 

create-this-bsp および create-this-app がすでに実行された場合

は、16 ページのステップ 1 およびステップ 2 のみを実行する必要があり

ます。

2. srio_test_1250.pjt ファイルを編集して、main_bidirectional_dit.c がコンパイ

ルされるように指定します。

3. 18 ページの「CCStudio IDE v3.3 の実行」での指示に従います。

4. 19 ページの「1× 1.250 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して TI 6488 

DSP をプログラム」でのステップ 1 ～ 11 を実行します。

FPGA 上および TI 6488 DSP 上で双方向性能テストを実行するには、次の手順に従

います。

1. ステップ 1 で開いた nios2-terminal セッションに戻ります。

2. Serial RapidIO> プロンプトで、次のコマンド・シーケンスを入力します。

stop
r
rate 1250
clk 40
pload 256
init

3. 19 ページの「1× 1.250 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して TI 6488 

DSP をプログラム」でのステップ 12 を実行します。(CCS ドライバのウィンドウ

の左側で、Run アイコンをクリックしてプログラムを実行します。）

4. Serial RapidIO> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

dit 10000000

nios2-terminal では送信したパケットおよびチェックしたパケットの数が即時に表示

されます。1× 1.25 Gbaud の RapidIO MegaCore バリエーションは動的な統計情報

収集をサポートしません。10000000 のパケットの送信およびチェックが終了した

ら、Serial RapidIO> プロンプトが再び表示されます。このテスト時のパケッ

ト・アクティビティの概要を表示するには、 Serial RapidIO> プロンプトで

dit_stats を入力します。

10000000 以下のパケット数を dit コマンドの値として使用してもかまいません。

10000000 の値を使用すると、SignalTap® II エンベデッド・ロジック・アナライザに

よってパケット・アクティビティを表示することが可能です。詳細については、
「SignalTap II エンベデッド・ロジック・アナライザによって RapidIO- Avalon イン

タフェースを表示」を参照してください。

図 18 に、次の手順を実行する後の nios2-terminal ウィンドウのサンプルを示します。

1. nios2-terminal で、次のコマンド・シーケンスを入力します。

stop
r
rate 1250
clk 40
pload 256
init

2. CCS ドライバのウィンドウの左側で、Run アイコンをクリックしてプログラム

を実行します。
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リファレンス・デザインの使用 31
3. nios2-terminal で、次のコマンド・シーケンスを入力します。:

dit 20000
dit_stats

図 18 では、dit コマンドを実装するために、bidirectional_dit テストはデータ整合性

に対して 0x4E20 ( 十進数の 20000) のパケットをテストします。パケットのナンバ

リングは 0x0 ～ 0x4E1fです。 dit_stats コマンドは、実行時に収集された統計情

報を出力します。FPGA は、5120000 バイトのデータ（トランザクションごとに

256 バイトのデータを転送する 20000 件のトランザクションの総ペイロード）を書

き込んで、そして読み出します。これらのデータ転送を実装するには、FPGA は

20000 個のライト・パケットおよび 20000 個のリード要求パケットを送信し、そし

て 20000 個のリード応答パケットを受信します。また、TI 6488 DSP はデータ整合

性チェックをしながらデータの読み書きをします。統計情報のレポート時に、書き

込まれたデータの整合性をチェックするために、TI DSP はすでに 1884 個のライ

ト・パケット（合計 482304 バイトの総ペイロード）を送信し、そして 1884 個の

リード要求パケットを送信しました。それに対して、FPGA は 1884 個のリード応答

パケットで 482304 バイトのデータを送信しました。

1 ほかの 2 つの RapidIO MegaCore バリエーションとは対照的に、1× 1.250 Gbaud の

RapidIO MegaCore バリエーションでは、データ整合性テストを実行しながら統計

情報を動的に表示することができません。この RapidIO バリエーションで実行する

双方向データ整合性テストについて統計情報を表示するには、テスト終了後に

dit_statsを実行する必要があります。

1× 2.500 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して双方向データ整合性テスト
を実行
1× 2.500 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して双方向性能テストを実行する

前に、FPGA を正しいバリエーションにプログラムし、TI 6488 DSP を双方向性能

テストおよび正しいレート設定にプログラムする必要があります。

Serial RapidIO> プロンプトでこのプログラムを実行する時に、次の変更を加え

て、 29 ページの「1× 1.250 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して双方向デー

タ整合性テストを実行」での指示に従って 1× 2.500 Gbaud のバリエーションをプロ

グラムおよび実行します。

図 18.  1× 1.250 Gbaudにおける双方向データ整合性テストおよび dit_stats表示のサン
プル
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32 リファレンス・デザインの使用
1. rate コマンドの後に mode 1 コマンドを追加します。

このテストでは性能を測定していないため、 gapの設定は重要ではありません。 

2. このプログラムを実行する時、正しいの rate (2500)、mode (1)、 および clk 
(75) の値を指定します。

3. dit コマンドの後に、dit_stats コマンドを stats コマンドに置き換えます。 

図 19 に、FPGA および TI 6488 DSP が 1× 2.500 Gbaud のデザイン・バリエーショ

ンにおける双方向データ整合性テストにプログラムされ、そして次の手順も実行さ

れた後の nios2-terminal ウィンドウのサンプルを示します。

1. nios2-terminal の Serial RapidIO> プロンプトで、次のコマンド・シーケンス

を入力します。 

stop
r
rate 2500
mode 1
clk 75
pload 256
init

2. CCS ドライバのウィンドウの左側で、Run アイコンをクリックしてプログラム

を実行します。 

3. Serial RapidIO> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

dit 80000000 r

4. 動的な統計情報収集を表示するには、Serial RapidIO> で、次のコマンドを入

力します。

stats r

5. 動的な統計情報表示を中止するには、Serial RapidIO> で、次のコマンドを入

力します。

z r

図 19 に、stats コマンドによる出力のサンプルを示します。この図では、FPGA お

よび TI DSP の両方によって開始されるトラフィックを示しています。 

図 19. 1× 2.500 Gbaudにおおける双方向データ整合性テストの stats表示のサンプル
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リファレンス・デザインの使用 33
1× 3.125 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して双方向データ整合性テスト
を実行
1× 3.125 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して双方向性能テストを実行する

前に、FPGA を正しいバリエーションにプログラムし、TI 6488 DSP を双方向性能

テストおよび正しいレート設定にプログラムする必要があります。 

31 ページの「1× 2.500 Gbaud のデザイン・バリエーションに対して双方向データ

整合性テストを実行」での指示に適切な変更を加えて、1× 3.125 Gbaud のバリエー

ションをプログラムおよび実行します。プログラムを実行するとき、正しい rate 
(3125)、 mode (1)、 および clk (84) の値を指定します。このレートにおける正しい

clk設定については、8 ページの表 1 を参照してください。このテストでは性能を測

定していないため、 gapの設定は重要ではありません。

Doorbellメッセージ・テストの実行
Doorbell メッセージ・テストは、下記の 2 部分があります。 

■ FPGA-to-DSP：FPGA 上の RapidIO MegaCore ファンクションは TI DSP に

Doorbell メッセージを送信し、そしてテストはそれらのメッセージの Doorbell 
Sent ステータスをレポートします。

■ DSP-to-FPGA：TI DSP は、FPGA 上の RapidIO MegaCore ファンクションに

Doorbell メッセージを送信し、そしてテストは RapidIO MegaCore ファンクショ

ンが受信した Doorbell Sent ステータスをレポートします。

2 部分のテストに対して、TI DSP を別々にプログラムする必要があります。

アプリケーションを実行する前に、アルテラ FPGA をコンフィギュレーションして、

実行したい部分用の正しいプログラムを TI 6488 DSPにロードする必要があります。 

アルテラ FPGA をコンフィギュレーションするには、RapidIO デザインのバリエー

ションに応じて、 14 ページの「1× 1.250Gbaud のデザイン・バリエーションに対し

てアルテラ FPGA をプログラム」または 16 ページの「残りの RapidIO デザイン・バ

リエーションに対してアルテラ FPGA をプログラム」での指示に従います。

1 このデザイン・バリエーションに対して FPGA をプログラムした後に

FPGA を再プログラムしましたが、このバリエーションの 
create-this-bsp および create-this-app が実行された場合は、

16 ページのステップ 1 およびステップ 2 のみを実行する必要があります。

FPGA-to-DSP の Doorbell メッセージ・テストのロードおよび実行 
TI 6488 DSP に RapidIO デザイン・バリエーション用の FPGA-to-DSP Doorbell
メッセージをロードするには、次の手順を実行します。

1. 適切な srio_test_<rate>.pjt ファイルを編集して、 main_unidirectional.c ファイ

ルがコンパイルされるように指定します。

2. 18 ページの「CCStudio IDE v3.3 の実行」での指示に従います。

3. RapidIO デザインのバリエーションに応じて、 19 ページの「1× 1.250 Gbaud の

デザイン・バリエーションに対して TI 6488 DSP をプログラム」 または 20 ペー

ジの「残りのデザイン・バリエーションに対して TI 6488 DSP をプログラム」で

の指示に従います。
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34 リファレンス・デザインの使用
FPGA 上および TI 6488 DSP 上で Doorbell メッセージ・テストを実行するには、次

の手順に従います。

1. FPGA をコンフィギュレーションおよびプログラムした時に開いた

nios2-terminal セッションに戻ります。

2. Serial RapidIO> プロンプトで、次のコマンド・シーケンスを入力します。

link
init
tx_dbell_test

tx_dbell_testコマンドは、TI DSP に 5 グループの Doorbell メッセージ（各グルー

プ 16 件ずつ）を送信するように FPGA 内の RapidIO MegaCore ファンクションを

命令します。テストが RapidIO MegaCore ファンクションを 1 グループの Doorbell
メッセージを送信するように命令した後、テストはグループ内の各 Doorbell メッ

セージに対してステータスおよび内容を検証します。図 20 に、FPGA 内の RapidIO 
MegaCore ファンクションから TI DSP に送信された第 1 グループの Doorbell メッ

セージの nios2-terminal へのテスト出力を示します。

TI DSP は 64 件の未処理のメッセージのみを処理するようにプログラムされていま

す。したがって、第 5 グループの TI DSP の Doorbell メッセージはタイムアウトに

なります。 図 21 に、FPGA 内の RapidIO MegaCore ファンクションによって送信し

た Doorbell メッセージの第 5 グループの各メッセージがタイムアウトすることを示

す Doorbell Sent Status のあるテスト出力を示します 。 

図 20. FPGAから TI DSPへの第 1グループの成功した Doorbellメッセージのテスト出
力
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DSP-to-FPGA の Doorbell メッセージ・テストのロードおよび実行 
TI 6488 DSP に DSP-to-FPGA の Doorbell メッセージ・テストを実行して、そして

FPGA 上および TI 6488 DSP 上でこのテストを実行するには、次の手順を実行しま

す。

1. FPGA をコンフィギュレーションおよびプログラムした時に開いた

nios2-terminal セッションに戻ります。

2. Serial RapidIO> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

init r

3. 適切な srio_test_<rate>.pjt ファイルを編集して、main_tx_dbell.c ファイルが

コンパイルされるように指定します。

4. 18 ページの「CCStudio IDE v3.3 の実行」での指示に従います。

5. RapidIO デザインのバリエーションに応じて、 19 ページの「1× 1.250 Gbaud の

デザイン・バリエーションに対して TI 6488 DSP をプログラム」 または 20 ペー

ジの「残りのデザイン・バリエーションに対して TI 6488 DSP をプログラム」で

の指示に従います。 

TI 6488 DSP は 16 件の Doorbell メッセージを生成し、FPGA 上の RapidIO 
MegaCore ファンクションに転送します。 図 22 に、テスト完了後の CCS ウィン

ドウを示します。

6. Serial RapidIO> で、次のコマンドを入力します。

get_dbells r

図 21. FPGA から TI DSPへの第 5グループのタイムアウトを示す Doorbellメッセー
ジ・テスト出力
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36 リファレンス・デザインの使用
nios2-terminal では、FPGA 上の RapidIO MegaCore ファクションの受信した

メッセージに関する情報を表示します（図 23 を参照）。

図 22. Code Composer Studio が TI DSPから FPGAに送信する Doorbellメッセージ
を表示する

図 23. FPGAの受信した Doorbellメッセージ
TI 6488 DSP による RapidIO 相互運用性 リファレンス・デザイン 2009 年 5月
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SWRITE または NWRITE_R トランザクションの生成
単方向性能テスト、双方向性能テストおよび双方向データ整合性テスト用のコマン

ド・シーケンスは、RapidIO MegaCore ファンクションに NWRITEトランザクショ

ンのみを生成させます。FPGA からの SWRITE または NWRITE_Rトランザクション

をテストするには、コマンド・シーケンスで、initコマンドおよび start コマン

ドの間に次の追加コマンドを挿入します。

■ SWRITE トランザクションを生成するには、次のコマンドを入力します。

load 0x1040c 0x0008ff02 r

■ NWRITE_R トランザクションを生成するには、次のコマンドを入力します。

load 0x1040c 0x0008ff01 r

f 0x1040cレジスタおよび Input/Output Slave Mapping Window 0 Control レジスタの

使用について詳しくは、 「RapidIO MegaCore Function User Guide」を参照してくだ

さい。

Maintenance Writeトランザクションの生成 

Maintenance Write トランザクションを生成するには、 Serial RapidIO> で、次の

コマンドを入力します。

rmw <addr> <value>

ここで、<addr> は書き込み先であるリモート・プロセシング・エンドポイント内の

コンフィギュレーション・レジスタのアドレス・オフセットです。例えば、次のコ

マンドを入力することで、

rmw 0x60 0x00AAFFFF

TI 6488 DSP RapidIO ペリフェラルの Base Device ID が 0xAAにプログラムされま

す。

Maintenance Readトランザクションの生成
Maintenance Read トランザクションを生成するには、 Serial RapidIO> で、次の

コマンドを入力します。

rmr <addr>

ここで、<addr> は読み出されるリモート・プロセシング・エンドポイント内のコン

フィギュレーション・レジスタのアドレス・オフセットです。例えば、前のセク

ションでの rmw コマンドを実装した後に次のコマンドを入力することで、

rmr 0x60

0x00AAFFFFの値が返されるはずです。

SignalTap II エンベデッド・ロジック・アナライザによって
RapidIO-Avalonインタフェースを表示
このリファレンス・デザインには、定義済みの SignalTap II エンベデッド・ロジッ

ク・アナライザ・ファイル、stp1.stp が含まれています。このファイルは、システ

ム・インタコネクト・ファブリックおよび RapidIO MegaCore ファクション間で通

信する信号のサブセットを定義し、SignalTap II エンベデッド・ロジック・アナライ

ザ・ファイルがこれらの信号をキャプチャするように指定します。この項では、

SignalTap II エンベデッド・ロジック・アナライザ・ファイルを起動して信号を表示

する方法について説明します。
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SignalTap II エンベデッド・ロジック・アナライザ・ファイルを使用してこれらの信

号を表示するには、次の手順に従います。

1. nios2-terminal セッションを終了します。 

2. 現在のデザイン・バリエーションのメイン・ディレクトリ、

altera_pcie_srio_ref_design/srio_<rate>_<mode> に移動します。

3. Quartus II プロジェクト・ファイル、 srio_<rate>_<mode>.qpf を開きます。

4. Tools メニューで、 SignalTap II Logic Analyzer をクリックします。 

5. SignalTap II ウィンドウで、Setup をクリックします。Hardware Setup ダイア

ログ・ボックスが表示されます。 

6. Hardware Setup ダイアログ・ボックスで、Currently selected hardware に対

して USB-Blaster を選択します。 

7. Close をクリックします。

8. Nios II コマンド・シェルに戻ります。 

9. デザインのバリエーションに応じて、 14 ページの「1× 1.250Gbaud のデザイン・

バリエーションに対してアルテラ FPGA をプログラム」 または 16 ページの「残り

の RapidIO デザイン・バリエーションに対してアルテラ FPGA をプログラム」で

の指示に従って、プログラムをリロードします。

10.次のコマンドを入力して、 nios2-terminal セッションを起動します。 

nios2-download --device=1 -g srio_test.elf r
nios2-terminal --device=1 r

11. nios2-terminal で、21 ページの「1× 1.250 Gbaud のデザイン・バリエーション

に対して 単方向性能テストを実行」での指示に従って、startコマンドを含む

テスト・コマンド・シーケンス内の初期コマンドを入力します。

12.SignalTap II ウィンドウに戻って、Autorun Analysis アイコンをクリックしま

す。 図 24 に、そのアイコンを示します。

図 24. SignalTap IIエンベデッド・ロジック・アナライザの Autorun Analysisアイコン

Autorun Analysisアイコン
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図 25 に、SignalTap II エンベデッド・ロジック・アナライザを示します。このウィ

ンドウでは、 RapidIO MegaCore ファンクションの I/O スレーブ・ライト・インタ

フェースおよび I/O マスタ・ライト・インタフェース上のアクティビティを表示し

ています。

性能についてまとめ
この項では、3 つのデザイン・バリエーションに対する性能観測をそれぞれ表示す

る 3 つのグラフが含まれています。

この項にレポートされた性能結果は、Quartus II ソフトウェア v9.0、CCS IDE v3.3、
アセンブリ版の 509310 Rev D TI DSP カード、および Stratix IV GX FPGA 開発ボー

ド Rev A を使用して得られたものです。

図 26 ～図 28 のグラフでは、このデザインによって測定された性能値を示します。

各グラフには、3 種類の RapidIO WRITE トランザクションの性能を示します。

図 25. SignalTap II エンベデッド・ロジック・アナライザ・セッション
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図 26. 1.250 Gbaudにおける ×1 RapidIO MegaCoreファンクション（スループット vs.ペイロード）

図 27. 2.500 Gbaudにおける ×1 RapidIO MegaCoreファンクション（スループット vs.ペイロード）
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デザインにおける制限 41
デザインにおける制限
この項では、現行バージョンのリファレンス・デザインにおける既知の制限を記載

します。

ハードウェアおよび RapidIO MegaCore ファンクション・ドライバの両方は下記の

トランザクションをサポートしますが、このアプリケーションの現行バージョンに

はこれらのトランザクションの結果が含まれていません。

■ Maintenance Port Write

■ Maintenance Port Read

デザインが DMA 手法を使用してライン・レート・トラフィックによってリンクを飽

和状態にするのは、1× 1.250 Gbaud のデザイン・バリエーションのみにできます。

パケット・ジェネレータ手法により、デザインは RapidIO のほかのプロトコルに対

してリンクを飽和状態にすることができます。

現行のデザインはトランザクション・ミックスを生成しません。Input/Output Slave 
Mapping Window 0 Control レジスタを設定することでトランザクション・タイプを

切り換える必要があります。

参考資料
このアプリケーション・ノートは、以下の資料に関連する情報を記載または参照し

ています。

■ RapidIO MegaCore Function User Guide

■ EVM と同梱されている「TMS320TCI6488 EVM Quick Start Installation Guide」

図 28. 3.125 Gbaudにおける ×1 RapidIO MegaCoreファンクション（スループット vs.ペイロード）
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